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研究ノート

船葬墳墓地サトン・フー(SuttonHoo)

をめく．る小論＊

原 征明
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はじめに

周辺の立地と発掘羅紳

出'二姑とその特徴

結びにかえて 船葬噛蝦の人物および城墓地全体の解釈

1． はしがき

本稿は，譲者が訪れる機会を得たイギリス早期アングロ・サクソン時

代の船葬墓(shipburial)サトン・フー(SuttonHoo)遺跡の概観を扱

うものである。因みに，上述の場所を訪れる直接の契機となったのは，か

つて20年程前に兼者がロンドン大学客員研究員として滞在した際,良き

隣人関係にあったプレステッド夫妻(M1･&MTsPlested)が近年サ

フォーク州ウッドブリッジ(W()odbridge)に住居を移され， その場所が

偶然にも上述の遺跡にきわめて近いので機会があったら是非訪ねるよう

に， と何度か知らせを受けていたからである。

サフォーク州ウッドブリッジは筒都ロンドンのリバプール駅(Liver-

pooISta.)から列車で北東へ約2時間程のDebe'1河に沿ったところであ

る。近年ここはその立地条件を生かしたヨット ・ハーバ－としても知ら

~ ~＊本稿は平成17年鹿文部科学満｜教商･学謝/j法等故群支援経背」の資料収集に

もとづく研究成果の一部である。
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れ，更にこのサトン・フー境墓遺跡がナショナル・ トラスト (National

Trust)の一つに加えられたこともあって地方の小都市ながら多くのイ

ギリス人をひきつけているようである。 といっても， ここでは日本人な

どほとんど見かけることはない， というのが遺跡に関わる展承施設で働

く地元の人がわたくしに示した率直な反応であった。

わが国でもこの船葬墳墓地のことを扱った筆者未見の先行研究がある

いはすでに存在するかもしれないが，上述の事情で昨年夏(2005年8月）

に現地を訪れて一見することができた遺跡について，記憶の確かなうち

にいささか新しい考察をくわえておくことは， あながち無意味なことで

はないだろう。

2． 周辺の立地と発掘経緯

ウッドブリッジに向かうルートは,アングロ・サクソン人到来前のロー

マン・ブリテン時代に張り巡らされていた「軍道」 (Romanroad)沿い

にあり，その途上のエセックス州にコルチェスター(Colchester)がある。

この場所はColne河沿いに立地しローマン・ブリテン時代における鍛初

の植民地(C()IO""Qzﾉ""ん曲""""） としての起源をもち, 3世紀頃には

Londinium(=Lolldon),Caisteron-Sea,Rochester,Richborough,

Lympneなどと共に防壁で固められた都市集落を形成していたという歴

史がある。

また， ローマ車の退却後に到来したサクソン人によって5世紀前半に

はCanterbury,Caister ()nNoI-wichと共に要塞ないし定住地としてそ

の継承性が認められる証拠も存在.)するのである。加えて， ローマ人の

撤退後も5世紀から78世紀にかけブリテンの東南部には交易その他を
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通じて海を隔てたガリア地方やラインラントから大量のガラス器や陶器

類が到来し，遠くビザンツ・地中海沿岸の陶器など大陸起源の品物が出

土したことが古くから考古学者たち(2)によって指摘されていた。後述す

るように， この小論における考察対象サトン・フー船葬墳墓遺跡からの

出土品にそうしたものと思われるものが含まれるのはこの理由によるの

である。

さて，サトン・フー遺跡はイングランドのサフォーク州を流れる

Deben河入り江のそばのヒース段丘(heath)に位置し， その対岸がウッ

ドブリッジ(Woodbridge)である。 1930年代後半の頃， この遺跡群があ

る土地一帯は亡き夫の遺産を受け継いだプレティ婦人(EdithMay

Pretty)なる人物の広大な所領をなしていて，その当時からここにある複

数の土饅頭（＝墳墓）の存在が知られていた。そこで同夫人は1937年の

夏イプスヴィッチ博物館(IpswichCorporatio''MLIseum)に調査を依

頼，同館の学芸員メイナード (GuyMaynard)による指揮のもとで所属

の考古学者ブラウン(BasilBr()wn)の手に発掘が委ねられることになっ

た{罫)。 こうして1937年の夏サトン･フーにある三つの土韻頭(M()und2,

( 1) Cf. StuartRDssiter(ed.) , 7ﾙﾋ ﾉ""EG"/[/cE｝埋如"f/ (EmestBennLld.ド

LI]n[1o11, 1965)p433; StephenJ()11nsDI1, L"/"R!ﾉ"Iﾛ〃B"/("" (R()ulledge

&Kega]'Pa''l,1980) "pl).2,33,72,138､csp.,140･141.

i2｣ Cf.N.Aberg, 7ｿi瞳如Ig/(] SI""齢j〃だj“α"〔/ (/"榊哩胡fft"/vCf"r"刀“
”7”／"“""〃 (Uppusala, 1926) # pp.90ff. ;ET.Leeds,a"IV :41"g/0S(Lr""

ルプ イ"/J~4ﾉr/i""/qgl' (OxI()rd､ 1936) ,pp. ~16(I ; C､F.C・Hawk", :'rheJutes

()fKGI1t' in: D.BHard(ed.1Z〃"ルAgfB"/""1 (L{)ndon,1956),pp.112ff.

もっとも才･－ベルイ (Aberg)は大陸起源の出土品を特に6世紀以降における

交易関係の所咋とするのに対して， リーズ(Lccds)はブランク族のブリテン東

南部への移動（渡来）に起悶する両省の関係とみた。 リーズ(Leeds)の場合に

はケントに定濁したのはブランク人の同族であり，交場のみならずその後の接

触関係の増大にも起悶するというのである。

(3) 彼はStanlDI]Chairのローマン・ヴィラ (RGmanVi lla) を含むいくつかの

頭要な場所の発掘を既に子がけていたこの地方の知識人でもある。
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3,4-Figure2を参照-)が開けられるのである(4)。そこには以前盗掘さ

れた痕跡もあったが，二基の墳墓は火葬墓で他の一基は鉄製の鋲で締め

られた船墓そのものであることが検証された。その他いくつかの貴金属

製装飾品，ガーネット装飾部I，ガラス製品，鉄製武器の欠片なども出土

し， これらが異教時代の慣習をのこすアングロ・サクソン人の極めて重

要な人物に関わる埋葬墓であることがはじめて明らかになった。

詳細は後述するとして，埋葬様式そのものも通例の場合と異なってい

たことに特徴がある。それは火葬(cremation)そのものがアングロ・サ

クソン人，スカンジナヴイア人の社会ではキリスト教の到来前の時代に

認められるとはいえ，キリス|､教化と共に武器類・装身具類・硬貨など

(鋤Cf. CathermeHillS,"/(ﾉ0d""I('β""S/J (1986)ppl67-171iMichael

W(J()(I" ノ〃&'"バルq/刀"U"#flgw(BBC, 1981) pp61f[chap3
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Lu(jilH! .g""‘ﾉ〃〃"〃 (Na( i ( )1'HITI･LIHI.2()03) ､ba(zkc{Ivcr (1･educe(1)

が副葬,兇として遺体とともに埋葬されることはなくなった(5)とみられ

るからである。そうすると， イングランドでキリスト教化が進行する中

にあるとはいえ， この7 1{1:紀のサトン・フー船葬噛墓は一体異教時代の

人物のものなのか， そうでないのか， また単なるカラ墓なのかなどいく

つかの興味ある問題の解決をわれわれにせまることになる。

さて，上述の土地所有肴プリプ､ィ婦人は1942年に没するがそれに先

1 1.R､LUl･n(E(1) 7ｿﾊ' ｣1/if/(//4' .-IJJI'H ､~ 』L.<ﾉ"〔､八('E"ｨ､''{‘j"/)f</ﾙｨ (Tham[､g&

Illl(IM()'1" 19811) ､A.Me(l1l(J)， ﾔ ｨ一1 (j".ｺｲ'""ﾉ． "/.戯"/L' 11"“ﾉ Sr"ﾉ"""ﾉﾌｨﾉﾉざ"(

(GA1 IL､]'&[111win' 196｣1),I)I).l:121.*A.(LEvalls" 7W(]S/f//0""()" #ﾙゅ
伽""/ (1986) .

I 「' 1
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立ってこの遺跡とそこからの出土品を岡に帰I瓜させる手続がとられてい

た。それゆえ第二次大戦後，大英博物館(theBritishM''seum)のブルー

ス・ミッドフォード (RupertBruce-Mitford)氏らの手で従前の出土,1,'1

などに検討が加えられる機会は確かにあった。けれども本格的な発掘・

調査が開始されたのは, 20世紀も後半，即ち198()年代から199()年にか

け､､S''ttOnHooResearchTruSt'' とヨーク (Y()rk)大学の合lilによる

長期の調査プロジェクトが組織されるようになってからのことである。

また1983年以来，大英博物館ならびにロンドン考古学協会(thcSocietV

ofAntiquariesofLolld()n)の資金援助も加わった。 こうして発掘調査

はその後約8年間にわたり現在ヨーク大学所属のマーチン・カーヴァ

(MartinCarver)氏の手に委ねられ，埋葬遺跡全体にわたる検証が加え

られてきている(侭)のである。

3． 出土品とその特徴

サi､ン・フーの発掘は1937年に着手された。その2年後の1939年に

調査員たちは墳丘墓地で楕円形噴墓の中心部に「空洞｜のあるひとつに

出くわした。それがなぜ楕円形であったのかといえば， なかに笹の船

が埋められていたからである。中心部の空洞は船の中央部に当たる「木

製墓室」が腐朽したことによるものだが，腐った木材が砂地に残した痕

跡からあとで船の復元も行われた｡その大きさは全長が推定27メートル

もあり，大陸ユトランド半島南部のニイダム(Nydam)で発見された船

と類似した壷ね板作りのものであった｡即ち，ニイダム船も両側面に5枚

'5! CfStewnJ.Plunkett&DEIvidLu"s,S""〔J〃〃""(Nalionill 'I､rlIsI,2(1()3)

pl).78.
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の条板を張ったもので， それらの板は互いに大きな鉄鋲で固定されてい

た。サトン・フー出土のものは左舷の上端に椎受けのあとが残っている

ところから權船であるが， それに加えて切妻造りの墓室跡があり， そこ

に従前のイギリスでかつて類例を見ないほど豊かで豪華な品々が副葬品

として納められていたのである。 [Moundl]

その墓室からの出土品であるが， まず第1に「日常生活用具および武

器」として，多数の鎖細工(chainwork),鉄張りの木製の桶数個, 3個

の大鍋，陶器製の瓶一個，槍と投槍(Spearsand angons)数本，鉄製

柄つき戦闘斧(ironhaftedbattleaxe)一個，西洋野牛の角に象嵌を施

した酒杯二個，楽器の断片復元の結果で竪琴(harp, lyre) ,皇帝ア

ナスタシウス1世(491 518)の刻印があるビザンツ起源の銀製円形大皿，

円形で中央部に女性頭部像が浮き彫りされた銀製の太Ⅲl,エナメル細工

を施した3個で一組の青銅製削り下げ椀(hangingb()wI), そしてギリ

シャ文字でサウロとパウロの名前が彫られている一対のスプーンがあっ

た。 この最後のものが極めて重要であるのは，かつて大英博物館に所属

し，英国考古学協会のディレクターでもあった考古学者ウィルソン

(DavidM・Wilso'')氏の指摘によれば，使徒パウロの改宗がここに暗哺

されているのはある重要な人物が改宗したか， または洗礼を受けたこと

を象徴している(7)， と見なされたからである。第2のものは日常生活用具

には属さない「個人用装飾品」である。それは柄に宝石がちりばめられ

た剣と鞘，烏や竜の模様がある桶，装飾が施された兜，黒金(硫化銀)で

象眼がほどこされた動物文様がある黄金製のバックル，飾り板と飾り鋲

(7) Cf,DaVidM.WilS()1', 7ｿﾉ(ノル/g/"Sffrf"ﾉⅣ (FredericA.Praeger, 1962) , 1)

17&P. 17If. ;ThelJlates, I)()､ 77I(' &4"g/<ﾉ…S仏m"JF (PenguinBo()ks, 1966)

p.41&p,97ff"&I)1). 165ir.,N[)te('nthel)lattzIs
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にガーネットやモザイク・ガラスで象眼され動物が彫りこまれるなど多

色彩色技術で仕上げられた一対の肩章用留め金などサトン・フー船葬墳

墓の墓屋で発見された最高の宝飾出土品なのである。因みに兜のデザイ

ンはスカンジナヴィア地方の手工業者の影響を受けたものか． あるいは

そうした地域との交易によるものと考えられることは特筆すべきことで

あるといえよう。

第3の出土品として「王権を象徴するもの」が含まれていた。

即ちそれはまず19()センチ弱の鉄棒の上部に青銅をふいた鉄製牡鹿を

いただく輪が装着されたトゥーファ(Yn/") という型の軍旗(sta'1dard)

である。また，四角の断面をなす長さ約61センチの砥石(whetstone)の

出土が興味深い。これは実際に刃物を研く．目的で作られたものでなく，両

端部が細くて四面にそれぞれ人の顔が彫られていた。しかも先端部分が

赤く塗られた輪型の握りをなし青銅の枠でおおわれていた。上述の考古

学者ウィルソンによると，人間の顔が彫られた砥石の出土例はケルト地

域で若干あるにせよ， アングロ・サクソン人の墓からの出土はまず見ら

れないものであった。かくしてそれは｢王権の表象」としての笏(scel)ter)

か， あるいは北欧枇界の鍛冶師を取り巻く神性と神秘を象徴するもので

ある， と見なされている(帥。

サトン・フー船葬墓からの出土品として,経済史家の関心を引く第4の

ものに「貨幣」がある。 ここからは37枚の貨幣，未加工鮎が三枚(three

blanks), それに二個の小鋳塊(small ingots)が出土し， その全てが金

Is) The idea that it isascEpterhas I-EにeivEdgeneral accepta]IcE: in the

wDrds()ISi'-Th()masKendrick． ↓NDthinglikethism()nstr()L1ssI('11ccxists

an)'whereelse lt isaunique､ sal~age thi''g: and i'1explicable, except

perhapsasasymIx)l prol)ErmthekinghimsEIfandthedivinilyand

m,'ster)'whiChsurr('u]1dedthesmitha]ldhist()()Isinthc llurthemw()r1d.~

cf.DMWiIson (1962) ､ (J/j. <･".,pp.51 52;Ditto, (1966) "/). (]""pp.4546
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であった。金貨はトレミセス貨幣(tremisses) (9)即ちローマ帝国の標準

金貨ソリドゥス(solidus)の三分の一貨幣であった。古銭史学者によっ

て7世紀中葉(65() 660A.D.)頃のものと見なされている。そのほか同

墓からは数多くのガーネット細工の小型宝飾品が出土しているが， それ

らは他のいくつかの出土品も含め大陸フランク， スウェーデン， イング

ランドのケント地方， ノーサンプリア， あるいはケルト地域などの影響

を受けサトン・フーがある当地イースト ・アングリアの工房で製造され

たか， それとも交易によって到来したものなのであった。

4． 結びにかえて－船葬墳墓の人物および墳墓地全体の解釈

これまでの考察の中心は， おもに船葬墓(Fig.2のMoundl)につい

てのものであるが，残された問題はここに埋葬された人物が一体誰なの

か， ということである。 この点に関して当初，墓室に遺骸そのものを直

接発見できなかったD.M.ウィルソンによる研究段階では偉大な人物に

ささげられた「カラ墓」つまり記念塚と考えざるを得ない， というのが

その判断なのであった。 しかしその後に行われた大英博物館の調査員た

ちによる再調査と土壌の化学的分析などの結果, |rl調査チームは遺体そ

のものが実際そこに埋葬されていた可能性が十分あるという結論に到達

した。最終的には1979年のことである。もちろん，そこにいたるまでに

も論争はあったが，船が埋められていた場所の強い酸性砂地で道骸が消

失させられたと考えられること， しかし包括的な化学的検査の結果，土

壌が高濃度の燐酸塩をおびていたことも|ﾘjらかになった。何よりも重要

(，’ コンスダンティヌス術によって作られた東ローマ帝|剰の貨幣であるが， ここ

ではそれを模倣したメロヴィング期フランク王国のものである。
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であったのは，従前(1939年）の発掘者らによる調査記録そのものの再

吟味が実施された際棺［に装者されていたと思われる］鉄製の付属品

(cofiinlittings)の存在自体が，サトン・フーをめぐるその後の議論の中

で実はぬけ落ちていたことが判明したことである。その金鵬片の位i閏こ

そが辿骸をかこむ副葬品を入ｵした木製侭/j形棺の輪郭とほぼ一致す

る( 1,' と後年断定さオしたのである。 しからばその人物とは一・体誰なのか。

この問題については早くから大方の一致した意見をみている｡即ち,出

土したその副葬1W!に当時のヨーロッパで作られた雄高の豪華な宝石細工

や遠くは地中海からもたらされたものまでも加えることができた人物，

そして笏(scepter)についての叙述からも明らかなように, 7世紀の初

頭におけるイース i、 ．アングリア地方の杓.力な制王レドワルド

(REEdwald､d､6245)をおいて他にない( ! ' ！ということなのである。彼こ

そは当時王家のなかで最も順嬰でしかも常裕な半異教的人物なのであっ

た。 レドワルドの統治はケン ｜､正エセルベルフト (4zEthelberht" d. c

616),およびノーサンプリア王エドウィン (Edwin,d.633)のそれと時

代的に亜なる。そして彼は恐らく 6()4年頃ケントで洗礼を受けエセルベ

ルフトの支配下で次の地位にあり人々に対する軍事的リーダーシップを

容認される状況にあったわけである。 またそのことによりベーダ(Vc'1-

eI-ableBede,672735)のIﾌ'ングル人の教会史.! (〃八/("/""(､/"/"s"(･"

離"/A｣4"g/(ﾉﾉ7""）の中ではエセルベルラノ 卜に次ぐ湖王("〃'で/〃"/"')と

してそのリストに壷場する人物になったと脅えられている。ただし， し

｡｡’ この部分は覇滑の専| ' 'lと-j-るところでは欣いが興味深い。Cf.Michael

W()('d. J〃if""･/J fi/-TIJ[' ノル"洲, ．ﾉ1.LF(w (B.B.Cl9HI) . 1)p-666Z

I ‘ ‘ ’ 当初は．出土した曄幣によ'ノRfr[IIval(I以外にもE()rpwal[1 (d627/8()r632/

3),SIRebehrtおよびEcgrici'1j計とも6~i(1年噸に設嵜きれた ~ A]'11a (d.

65‘1 ) ， そしてAthcIhft･e(dli55) !､,の人物が検討きれている。例えばCfI)M,

Wi lSuI' (1962), !!/A (･""pp52 53. ; I)ittu､ (1966) ' fj/). (､"., 1)1). 4647.
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ドワルドは一つの寺院にキリスト教と異教の祭墹の両方を設澄したと後

に評せられた人物でもある (HEii~ 15)。 ともあれ，彼は620年噸から

膜<その実力を有する王になるわけで，他/jスカンジナヴィア地方にお

ける船葬墳墓の祭式が出現する時期も彼の統治と誼なった( !z'のである。

サトン・フー遺跡は総じて7世紀ころその勢力を拡大しつつあった

イースト・アングリアの張家に関わるものであろうことは明らかである。

更に, Fig.2によれば前述の王レドワルドのものと考えられる船葬錐

(Moundl)以外にも人間が埋葬されていた形跡がある比較的大型の船葬

墓(Mound2), そしてやや小型の墳墓(M()undl4)を含め，あわせて18

基あることが分かる。また,鎧近の調査ではM()1111(1 17からは被葬者の迩

骸とともに，用いられていたであろう馬と飾りのついた馬具も副葬〃!と

して出土した。恐らく王家に関わる戦士のものと思われる。土饅頭の数

も約21基に達しているとさえいわれるが,本柚の叙述はその全てを扱う

ものではない。ところでこの場所は， とりわけ1984年以来の調査で埋葬

の形や出土品のいずれをとっても広範な多様性を持っている,いわば｢複

合遺跡｣であることが判明した。なかでも注LIさオしるべきこととして， こ

の'司じ場所にレドワルドの時代を含む1011t紀あたりの時代にかけ,断I~'1.

や絞首刑により処刑された者たちの遺骸が埋められていた('3） というこ

となのである。 [Fig.2の上部およびMol'nd5の周辺を参照］

それはなぜなのか。岐後にこのことについていささか言及して， この

! '.) CIMichael Lal)idgc&()therH (ed.17斯〃〃(･A,JI 'i ~〃ノダ"(]Y･ﾙﾉ/ﾉｨJ("ｲﾉﾙﾉ ｲﾉ／

』"g/"難町ﾉ〃戯熈〃"ｨ/ (13.Blackuel 1 . 1999) . 1).38ni l)J_MFish(#m 7伽，

』"g/(]&z.Y(!"ゞ雌(･ c､i(1() 1(ll2(Longma]1.1973).l)1)llillla,StevEI'Bi!器EtI

(ed) ,"I(､い“ノハ〃/､』"gﾙﾉRLwJ〃（""f/(J"耐 (Lci"HI(､rlII'"l939).1),

129ff_ * SimGI'KE]'11"| ~R(EdWaldtheBrCtWaldft'､ in 1'flWJIJ(' /" //I(, (〃ル,F

11i)r/f/J //"' L""(tl' "/S"/加〃〃"ひ, (ed,) 1)1' (J,B.Kendall&RSWcI IH

(Minneap()lis,MN, 1992), pp]()3 ]23_

｣ '3' SJPILI']kett&I).LL]cas､ !ﾉ/J. (･"_ 1)､2&
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小論を終えることにしたい。アングロ・サクソン時代には人間の生命や

そのmli他が， その帰属する社会的地位によって測られたこと。 しかもそ

れに代わる人命金(wergild)の支払いが実際に行われていたことも分

かっている。加えて,7世紀頃からは王たちにより文字で書かれた法典が

編纂され，公道徳や義務が定められ，社会規律や正義について旧来の観

念が補強されるようになっていた。ところが上述のレドワルド王の場合，

文字によらないで約束事を実行することの名菩をむしろ好んだという。

これに加えて，サトン・フー遺跡のある場所が，一方ではデヴェン河

(Deben)を往来する船のルート沿いに位慨し，他方この時代の陸路(=

Medieval tl-ack)とも交錯するところに位慨していた[Fig.2を参照］と

いうことになるわけであるから， ここを拠点に王権がその支配力を強

化・拡張していく場合，人々にその実力の栂を誇示する格好な象徴的立

地をなしていて， ここがそれを体現する手段として用いられた｢処刑場」

でもあった， ということになるだろう。やがてヴァイキング時代が到来

すると， イースト ・アングリア王国の人々にとって彼らが最も恐れられ

た「外敵」 となったことは言うまでもない。後年デヴェン河の渡河地点

に絞首門(gallows)が再び設けられるようになった(ルルと指摘されている

のは， そのことを意味するものではないだろうか。

( '4） ﾉﾙﾉ‘


